


















小笠原諸島は本州からほぼ南に 1,000 km に位置する海洋島であり、約 300 ～ 100 万年前
頃までに島として成立したとされる（小野、1994）。
本諸島はそれぞれが南北に約 50 km ずつ離れた 3 つの列島からなり、それらは北から聟
島列島、父島列島、母島列島と呼ばれている。
本諸島に分布するセミは現在オガサワラゼミ Meimuna boninensis （Distant, 1905） 1 種と




固有種とされ、オガサワラアメンボ Neogerris boninensis （Matsumura, 1913） などととも
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に 1970 年 11 月 12 日に国の天然記念物に指定された。なお、1996 年に父島でクロイワニ














のクロイワツクツク Meimuna kuroiwae Matsumura, 1917 によく似た種、オガサワラゼミ
が、大東諸島にはヒメハルゼミの亜種、ダイトウヒメハルゼミ Euterpnosia chibensis 
daitoensis Matsumura, 1917 が分布する。セミが分布する海洋島といっても、様相には注
目すべき差異がみられる。
小笠原諸島は 1830 年に最初の移住者たち（おもに欧米系住民）が定住するまでは事実上
無人島であった（ちなみに小笠原諸島の英名 “Bonin Islands” は、江戸時代の呼び名であ
る「無人島（むにんじま）」に由来するとされる）。小笠原諸島には 1830 年に最初の移住者
たちが島に来た時点から、そして、明治 9 年（1876 年）に日本領となってから、海外や琉
球列島からさまざまな植物が導入された。したがって、オガサワラゼミは、形態や生態が






先に述べた通り、本種が記載されたのは、1905 年（明治 38 年）である。一方、クロイ
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年八月廿五日～文久三年六月四日（1862 年 9 月 18 日～ 1863 年 7 月 19 日）の期間に父島
に滞在した際の日記である（ちなみに明治元年は、文久二年の 6 年後、1868 年）。
阿部はさすがに本草学者だっただけあって、さまざまな自然現象や事象を書き残してい
るのだが（スイフト・タットル彗星？まで！）、その中の、文久二年閏八月廿五日（1862




図 2　阿部櫟斎『豆嶼行記』中の文久二年閏八月廿五日（1862 年 10 月 18 日）前後の部分
図 3　阿部櫟斎『豆嶼行記』中の文久二年九月六日（1862 年 10 月 28 日）前後の部分
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「（文久二年閏八月）廿五日 土 晴 雨不足 七十五度…略…衝雨 独行 洲崎村 秋蟬耳ニ喧敷 
蝿痛ク刺シ 蟻多シ」
また、その後の文久二年九月六日（1862 年 10 月 28 日）（火）にも、以下のような記述
がある（図 3）。











































がいる。文政 10 年（1827 年）に土佐国中濱村（現在の高知県土佐清水市中浜）に生まれ
た彼は、天保 12 年（1841 年）、手伝いで漁に出て嵐に遭い、漁師仲間 4 人と共に遭難、5
日半の漂流後奇跡的に伊豆諸島の無人島鳥島に漂着し 143 日間生活した。そこで天保 12 年
5 月 9 日（10 日という記録もあり：1841 年 6 月 27 日もしくは 28 日）アメリカの捕鯨船
ジョン・ハウランド号に仲間と共に救助された。その後、ハワイを経由し天保 13 年 4 月
18 日（1842 年 5 月 27 日）に父島に寄港している（川澄、2001）。また、アメリカ滞在時代
の弘化 4 年 2 月（1847 年 3 月）、捕鯨船フランクリン号に乗り込んでいた時に、父島に 10
日間（数日という記録もあり）寄港している（川澄、2001; 中濱、2005）。その後、嘉永 4
年（1851 年）に日本へ帰還した彼は、文久元年 11 月 18 日～文久 2 年 2 月 9 日（1861 年
12 月 19 日～ 1862 年 3 月 9 日）に江戸幕府の小笠原回収事業に同行し、咸臨丸で小笠原
（父島ほか）を訪問し、滞在した。また、文久 3 年 1 月 9 日（1863 年 2 月 26 日）、捕鯨の
ために壱番丸の船長として、父島二見港に入港後、同年 3 月 17 日（1863 年 5 月 4 日）、二
見港から出漁、同年 3 月 24 日（1863 年 5 月 11 日）に伊豆鳥島に上陸した。そして同年 4
月 19 日（1863 年 6 月 5 日）に兄島滝之浦湾に仮泊し、翌日 4 月 20 日（1863 年 6 月 6 日）
に父島二見港に帰港、同年 5 月 1 日（1863 年 6 月 16 日）に父島を出航している。したがっ
て、1863 年には 2 月 26 日～ 5 月 4 日、6 月 5 日～ 16 日に父島や兄島に滞在したことにな
る（中浜、1991; 中濱、2005; 田中、1997; 川澄、2001）。
5 月～ 6 月であれば、オガサワラゼミなら発生期の始めであり（楠井・橋本、1981; 林、


























本論文は、日本セミの会会報「CICADA」21 巻 2 号に掲載した内容（大林、2014）に加
筆修正したものである。
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